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知
症
は
早
期
発
見
・
早
期
治
療
が
重
要 

「
年
相
応
の
も
の
忘
れ
」
と
「
病
気
の
も
の
忘

れ
」
の
違
い
は
、
複
数
あ
る
。 

体
験
の
「
部
分
的
」
な
忘
れ
か
体
験
「
全
体
」

の
忘
れ
」
か
、
ヒ
ン
ト
を
与
え
ら
れ
る
と
「
思

い
出
せ
る
」
の
か
、
時
間
や
場
所
な
ど
を
「
正

し
く
認
識
」
し
て
い
る
か
、
日
常
生
活
に
「
支

障
が
あ
る
」
の
か
、
病
識
が
「
あ
る
」
の
か
ど

う
か
等
複
数
の
違
い
が
あ
る
。 

周
辺
症
状
（
Ｂ
Ｐ
Ｓ
Ｄ
）
と
し
て
は
、

「
う
つ
」
「
妄
想
」
「
徘
徊
」
「
暴
言
・

暴
力
」
「
介
護
へ
の
抵
抗
」
等
が
あ
る
。 

そ
の
他
に
は
、
好
み
が
変
わ
っ
た
り
（
嗜

好
の
変
化
）
、
物
事
へ
の
関
心
が
薄
く

な
っ
た
り
（
自
発
性
低
下
）
、
「
物
を
盗

ら
れ
た
」
と
い
う
妄
想
が
見
ら
れ
る
よ
う

に
な
る
。 

「
年
相
応
の
も
の
忘
れ
」
と
「
病
気
の
も
の
忘
れ
」 

「
周
辺
症
状
（
Ｂ
Ｐ
Ｓ
Ｄ
）
」
と
は 

「
認
知
症
の
初
期
症
状
」
と
は 

認
知
症
（
と
く
に
ア
ル
ツ
ハ
イ
マ
ー
病
）
の
初
期

症
状
と
し
て
は
、
「
言
っ
た
こ
と
を
す
ぐ
に
忘
れ

る
」
「
物
を
置
い
た
場
所
が
わ
か
ら
な
い
」
「
日

付
や
曜
日
が
出
て
こ
な
い
」
「
物
や
人
の
名
前
が

出
て
こ
な
い
」
等
の
症
状
が
現
れ
や
す
い
。 

「
認
知
症
」
と
は 

一
度
獲
得
さ
れ
た
知
的
機
能
が
、
後
天
的
な
脳

の
器
質
的
障
害
に
よ
っ
て
低
下
し
、
社
会
生
活

や
日
常
生
活
に
支
障
を
き
た
す
よ
う
に
な
っ
た

状
態
の
こ
と
で
あ
り
、
病
気
の
名
称
で
は
あ
り

ま
せ
ん
。 

「
ア
ル
ツ
ハ
イ
マ
ー
病
」
は
認
知
機
能
が

低
下
す
る
２
０
年
前
か
ら
頭
の
中
で
は
病

気
が
進
行
し
て
い
る
。 

も
の
忘
れ
は
あ
る
が
日
常
生
活
に
支
障
の

な
い
「
軽
度
認
知
障
害
」
の
方
で
、
１
年

で
６
～
２
０
人
に
１
人
は
日
常
生
活
に
支

障
の
あ
る
「
認
知
症
」
と
な
る
。 

「
軽
度
認
知
障
害
」
と
「
認
知
症
」 

認
知
症
の
診
断
に
は
次
の
流
れ
を
と
る
こ

と
に
な
る
。 

①
問
診
（
家
族
か
ら
病
歴
等
を
確
認
） 

②
脳
の
働
き
を
み
る
検
査
（
認
知
機
能 

 

検
査
） 

③
血
液
検
査
（
甲
状
腺
ホ
ル
モ
ン
、 

 

ビ
タ
ミ
ン
、
ア
ン
モ
ニ
ア
な
ど
） 

 

脳
の
形
や
機
能
を
み
る
検
査
（
画
像 

 

検
査
） 

認
知
症
診
断
の
流
れ 

認
知
症
の
中
に
は
治
療
に
よ
り
改
善
が
見

込
め
る
も
の
も
あ
る
。 

具
体
的
に
は
「
正
常
圧
水
頭
症
」
「
慢
性

硬
膜
下
血
腫
」
「
甲
状
腺
機
能
低
下
症
」

等
。 

治
療
に
よ
り
改
善
が
見
込
め
る
認
知
症 

現
在
の
認
知
症
（
特
に
ア
ル
ツ
ハ
イ
マ
ー

型
認
知
症
）
治
療
薬
で
代
表
的
な
の
は
次

の
も
の
と
な
る
。 

①
コ
リ
ン
エ
ス
テ
ラ
ー
ゼ
阻
害
薬
（
軽
症 

 

 

か
ら
重
症
ま
で
） 

②
グ
ル
タ
ミ
ン
酸
受
容
体
拮
抗
薬
（
中
等 

 

症
か
ら
重
症
ま
で
） 

現
在
の
「
認
知
症
」
の
治
療
薬 

２
０
２
３
年
９
月
２
５
日
に
厚
生
労
働
省

か
ら
薬
事
承
認
さ
れ
た
ア
ル
ツ
ハ
イ
マ
ー

病
の
治
療
薬
。 

「
軽
度
認
知
障
害
・
軽
度
の
認
知
症
」
が

認
め
ら
れ
「
ア
ミ
ロ
イ
ド
の
蓄
積
が
確
認

さ
れ
た
方
」
が
対
象
と
な
る
。 

投
薬
開
始
か
ら
「
６
～
７
ヶ
月
程
」
進
行

を
遅
ら
せ
る
可
能
性
が
あ
る
。 

治
験
者
の
６
８
％
で
ア
ミ
ロ
イ
ドβ

が 

話
題
の
新
薬
「
レ
カ
ネ
マ
ブ
」
と
は 

完
全
に
消
失
し
た
と
の
研
究
結
果
が
あ

が
っ
て
お
り
、
「
軽
度
認
知
障
害
」
か

ら
「
軽
度
認
知
症
」
へ
の
移
行
が
約

２
．
９
５
年
遅
れ
る
と
考
え
ら
れ
て
い

る
。 

①
歯
科
検
診
を
受
け
る
。
歯
周
病
が 

 

認
知
機
能
の
低
下
に
つ
な
が
る
。 

②
夜
更
か
し
を
し
な
い
。
日
中
に
日
光 

 

を
浴
び
る
。
ア
ミ
ロ
イ
ドβ

は
睡
眠 

 

 

中
に
掃
除
さ
れ
る
た
め
、
睡
眠
障
害 

 

は
認
知
症
に
つ
な
が
る
。 

③
運
動
を
す
る
。 

④
人
と
よ
く
会
話
す
る
。 

⑤
難
聴
対
策
も
重
要
。 

今
後
、
何
に
気
を
つ
け
れ
ば
い
い
か 

「
軽
度
認
知
障
害
」
「
認
知
症
」
の
周

辺
症
状
が
疑
わ
れ
る
場
合
に
は
、
脳
神

経
内
科
で
の
検
査
を
お
勧
め
い
た
し
ま

す
。 

講
座
の
終
わ
り
に 


